
市町村未来づくり交付金自己評価調書

1　事業群評価調書

成果指標 実績値

指標式等

（記載要領）
１　重点目標、事業群ごとに本様式を作成し、評価するものであること。
２　成果の概要については、できる限り客観的な数値によること。

20年度当初予算のうち　児童館費14,097千円＋教育費総額79,351千円＋広域連携協議会負担
金739千円、21年度連合負担金84,174千円　差引削減額10,013千円

※本年度の成果について、客観的な数値により評価できる場合は下欄に記入すること。また、複数の指標がある場合は適宜欄を追加すること。

団体名：笠置町

重点目標
　財政状況が極めて厳しい状況にあるため、従前より様々な分野で歳出削減策を講じています。
　その施策の1つとして、行財政状況が近似した隣接町村である和束町・南山城村とで行政事務等の共同化
を審議し、実施・効率化を図ることによって経費の節減を目指しました。

事業群

事業群全体による
成果の概要

構成事業名

相楽郡東部3町村広域連携業務

相楽連合施設等整備事業

教育費等当初予算額対比
連合設立による削減額　10,013千円
（笠置町分として）

行財政改革推進事業

　和束町・南山城村・笠置町の相楽東部3町村において行政事務の共同化・高効率化を目指し相楽東部広域
業務連携協議会を発足し、教育部門をはじめとする各種業種の連携に対する協議が図られ、平成20年12月
22日には相楽東部広域連合が設立いたしました。
　それにより、平成21年度から教育施策が連合よりスタートすることとなり、新たな行政体制による教育
サービスの提供がはじまります。
　そして後年度において、事務の効率化による支出の低減を促進し、3町村として更なる財政健全化が達成
されることと期待されています。


